
 

２０２２年 

煉瓦研究ネットワーク関東 臨時総会（案） 
 

2022 年 12 月 日（月） 

 

議事次第 

 

１ 開会の辞（事務局） 

 

２ 代表挨拶 

 

３ 議長選出 

 

４ 議事 

 （１）第一号議案 2020（令和 2）年～2022（令和 4）年 活動報告 

 （２）第二号議案 2020（令和 2）年～2022（令和 4）年 決算報告 

 （３）第三号議案 2023（令和 5）年 活動計画 

 （４）第四号議案 2023（令和 5）年 予算（案） 

 （５）第五号議案 役員（理事）の選任 

（６）その他 

 

５ 議長退任 

 

６ 閉会の辞（事務局） 

 

 
  



第一号議案 

2020（令和 2）年～2022（令和 4）年 活動報告 
１．会の現状報告 

 

 
  

上記の活動以降、新型コロナの状況で総会等の公的な会活動は凍結状態です。 

 

なお、活動が凍結状態ながら令和 4 年（2022）10 月までの間に個別的な問い合わせ

や依頼を受けて対応した内容は、以下のとおりです。 

 

 

内　容 実　施　日 内　　　　　　　　　　　容 地　　域 備　　考

臨時総会 令和1年11月17日 特別講義小野田氏、規約改正 川崎市教育文化会館

見学会 令和1年11月20日 英国大使館見学（試料採取） 千代田区

情報交換会
令和1年11月30日・

12月1日
『煉瓦研究の東西』 近江八幡市

見学会 令和1年12月19日 横浜赤レンガ倉庫現場見学 横浜市

内　容 実　施　日 内　　　　　　　　　　　容 地　　域 備　　考

見学会 令和2年1月18日 駒込地域煉瓦めぐり 豊島区 豊島区主催

見学会 令和2年1月21日 竹橋陣営煉瓦整理見学 国分寺

理事会 令和2年2月23日 煉研理事会 横浜都発

調査 令和2年3月23日 足立区堀之内氷川神社記録調査 足立区

見学 令和2年8月23日
八王子市医療刑務所出土「石監」刻
印煉瓦の見学

八王子市郷土資料館

調査 令和2年10月31日 日野市万願寺煉瓦火炉の調査 日野市

見学会 令和2年11月28日
文化財めぐり「豊島区レンガめぐ
り」

豊島区 豊島区主催

調査 令和3年2月2日 煉瓦壁調査 豊島区 2名

見学会 令和3年2月9日 十条富士塚～品川地区煉瓦遺構見学 北区・品川区

調査 令和3年3月20日 足立区茂出木家煉瓦蔵調査（下見） 足立区

調査 令和3年4月3日 足立区茂出木家煉瓦蔵調査 足立区 7名

見学 令和3年6月29日 パスコ煉瓦横浜の遺跡煉瓦整理見学 伊勢原市 2名

調査 令和3年10月15日 北区無量寺桑原家墓所石碑調査 北区 3名

見学会 令和3年11月6日 旧豊多摩監獄表門見学会 中野区 自由参加

調査 令和3年11月12日 中央区銀座煉瓦街煉瓦調査 中央区 3名

見学会 令和3年11月15日 豊島区レンガめぐり 豊島区 個人依頼

理事会 令和3年12月11日 煉研理事会 川崎市産業振興会館

参加 令和4年3月19日 小石川植物園調査報告会 文京区
青木氏、中野氏
発表

調査 令和4年3月22・23日 清泉女子大学の煉瓦調査 品川区
3/22：7名、
23：7名

調査 令和4年4月25日
清泉女子大学の煉瓦調査（サンプル
採取）

品川区 2名

見学会 令和4年5月18日 三菱一号館見学 千代田区 12名

見学 令和4年6月23日
足立区郷土資料館（斉藤煉瓦資料探
索）

足立区 2名

見学会 令和4年7月2日 八王子煉瓦ほか 日野市郷土博物館 7名

見学 令和4年7月5日 八王子市医療刑務所遺跡調査の見学 八王子市 3名



 

 
 

２ 広報活動 

（１）ホームページ：適宜更新 

 

３ その他 

  （１）他地域の煉瓦研究グループとの交流 

     ・富山、愛知等の煉瓦研究者との交流 

  （２）会員勧誘活動 

  

調査 令和4年8月10日 足立区下川家煉瓦製祠調査 足立区 4名

見学 令和4年9月1日 豊島区レンガめぐり南池袋遺跡見学 豊島区 1名

見学 令和4年9月8日 八王子市医療刑務所出土煉瓦の見学
八王子市武蔵文化財整

理事務所
3名



第二号議案 

 

2020（令和 2）年～2022（令和 4）年 決算報告 

 

【収入】    （単位：円） 

項目  予算 決算 摘要 

会費 15,000  0 2019 年度以降は会費回収凍結中 

参加費 2,000  0  

雑収入 500 0  

寄付金 0 20,000 協力者 

繰越金 14,595 14,595   

合計 32,095  34,595   

      

【支出】    （単位：円） 

項目  予算 決算 摘要 

消耗品費 5,000  0  

印刷費 2,000  0  

連絡通信費 2,000  0  

ホームページ管理費 4,860  26,664 

ドメイン使用料：1,628 円 

サーバー使用料：3,300 円（半期） 

※2022 年から 

サーバー使用料：4,290 円（半期） 

予備費 18,235 6,490 
菓子土産代：2,700 円 

会場費：3,790 円 

合計 32,095  33,154   

 

収入(34,595)-支出(33,154)＝1,441  
 

 繰越金：1,441 円  

 

 

上記、会計報告を監査した結果、適正であると認めます。 

令和 4年 12 月 7 日 

 

監 査 
 

 

  



第三号議案 

2023（令和 5）年 活動計画 

 
１．2023（令和 5）年 活動方針 

 書籍（「煉瓦研究ハンドブック（関東編）」）の刊行を目指すために、関東の煉瓦に関

する情報を集成するとともに、会員の交流及び研究会・巡見を定期的に行う。また、

ホームページなどで情報の発信を行うとともに、他団体などとも交流を進めていく。 

 

２．事業（活動） 

（１）巡見（見学会） 

①「勧工寮葵町製糸場資料」東京農工大所蔵 

   日時：12 月か翌年の 1月中・下旬 

 

   ②各種見学依頼含めて検討のこと 

    東京都・神奈川県以外の関東諸県の見学会を考えたい 

 

（２）研究会（勉強会） 

   ①「煉瓦研究ハンドブック（関東編）」について 

3 か月に 1回 

   

 （３）調査 

① 肥前佐賀藩鍋島家屋敷遺跡の煉瓦調査（勧工寮葵町製糸場関係煉瓦） 

   煉瓦 12 点を記録化（港区教委所蔵） 

 

② 足立区茂出木家煉瓦蔵及び防空壕調査の報告 

 

③ 深谷の煉瓦塀調査 

   

 （４）会報と会誌 

   ①会報 

内容は「会の主旨」「活動報告」「会則」など。年１回、データ配信 

会の発足した 2016 年度版から遡及して作成 

    

   ②会誌 

    刊行する方向で進んでいたので再確認し進める。 

 

３．広報活動 

  （１）ホームページ 

適宜更新 

 

４． その他 

  （１）連絡体制の改善 

会員への連絡に不備がありましたので確実な周知化を図る 

 

  （２）他地域の煉瓦研究グループとの交流 

    関西はじめ各地の煉瓦研究者との交流 

 

（３）会員勧誘活動 

    特に関東諸県に会員の募集を図りたい。 

 

 



第四号議案 

 

 

2023（令和 5）年 予算（案） 

 

【収入】   （単位：円） 

項目   摘要 

会費 68,000  年会費 1,000 円 ×会員 34 名×2 年分 

参加費 3,000  研究会・巡見等参加費収入 

雑収入 559  利息ほか 

繰越金 1,441   

 合計 73,000   

      

      

      

【支出】   （単位：円） 

項目   摘要 

消耗品費 5,000  封筒代など 

印刷費 5,000  資料印刷代など 

連絡通信費 10,000  会報送付代など 

ホームページ管理費 12,000  1 年分 (独自ドメイン含む) 

予備費 10,000 会場費、謝礼など 

雑誌刊行基金 11,000  

寄付金返済費 20,000  

合計 73,000   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第五号議案 
  

 坂上顧問（監査担当）の逝去にともない、第 11 条及び第 12 条に則り、役員

（理事）の選任を下記のとおり行う。 

 

役員の選任について （改正前） 

 

役員名 担 当 氏 名 所 属 

理 事 代 表 斉藤 進 元東京都埋蔵文化財センター 

理 事 副代表 野内 秀明 横須賀市教育委員会 

理 事 副代表 中野 光将 清瀬市郷土博物館 

理 事 会 計 大石 絵里子 日野市教育委員会 

理 事 会 計 梶木 理央 青山学院大学 

理 事 研究担当 長佐古 真也 公財東京都埋蔵文化財センター 

理 事 研究担当 青木祐介 横浜都市発展記念館 

理 事 広報担当 天野 賢一 公財かながわ考古学財団 

理 事 広報担当 水野 高太郎 みずほ総合研究所㈱ 

理 事 事務局長 髙橋 秀之 日野市立新選組のふるさと歴史館 

顧 問 監 査 坂上 克弘 元公財横浜市ふるさと歴史財団 

顧 問 監 査 清野 利明 日野市立教育センター 

 

 

役員の選任について （改正後） 

2022 年（令和 4年）役員 

 

役員名 担 当 氏 名 所 属 

理 事 代 表 斉藤 進 元（公財）東京都埋蔵文化財センター 

理 事 副代表 中野 光将 清瀬市郷土博物館 

理 事 

（新） 
副代表 幾島 審 深谷市教育委員会 

理 事 会 計 梶木 理央 青山学院大学大学院 

理 事 研究担当 長佐古 真也 （公財）東京都埋蔵文化財センター 

理 事 研究担当 青木 祐介 横浜開港資料館・横浜都市発展記念館 



理 事 広報担当 水野 高太郎 みずほ総合研究所㈱ 

理 事 広報担当 天野 賢一 秦野市教育委員会 

理 事 
事務局長代

理 
井畝 良太 生田建設 

理 事 事務局員 髙橋 秀之 日野市教育委員会 

顧 問 監 査 清野 利明 元日野市教育委員会 

顧 問

（新） 
監 査 野内 秀明 横須賀市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

議案説明 

 

第一号議案 

 個別活動の特徴 

  ・見学（会） 

    竹橋陣営はじめ、旧豊多摩監獄表門、三菱一号館等 

  ・調査 

    日野市万願寺煉瓦火炉、足立区煉瓦蔵、清泉女子大学等の煉瓦調査 

  ・講座等 

    豊島区レンガめぐり、小石川植物園調査報告会の依頼あり 

 

第二号議案 

 2020（令和2）年～2022（令和4）年までの活動凍結によって会費の集金が滞

っている。協力者からの寄付金を受けてかろうじて赤字にならない状況。 

 

第三号議案 

 活動を再開する。 

 

第四号議案 

 今回、2022 年分、2023 年分の 2年分の会費回収を行い。寄付金の返済及び雑

誌の刊行基金を盛り込む。 

 

第五号議案 

 〇坂上顧問（監査担当）の逝去にともない、野内氏に顧問を担当

していただく。 

  〇高橋事務局長に代わり井畝氏に事務局長代理として担当してい

ただき、高橋氏は事務局員として事務局を補佐していただく。 

〇副代表に新たに幾島氏に担当していただく。 
 

 



 

「煉瓦研究ネットワーク関東」会則 

 
第１条（名称） 

本会は、「煉瓦研究ネットワーク関東」と称する。 

 

第２条（事務局） 

本会の事務局は、東京都内に置く。 

 

第３条（目的） 

本会は関東地方に残る煉瓦等に関する資料をもとに、地域の歴史遺産の調査・研究を行

い、あわせて会員の研究活動の振興および相互の親睦をはかることを目的とする。 

 

第４条（事業） 

本会は前条の目的を達成するために以下の事業を行う。 

①巡見および研究会の開催。 

②会報その他の図書の刊行。 

③煉瓦等に関する研究・保存・記録・活用・普及などに関する活動。 

④ホームページなどによる広報活動。 

⑤その他、前条の目的を達成するため理事会が適当と認めた事業。 

 

第５条（入会） 

入会を希望するものは、入会申込書を理事会に提出することによって会員となることがで

きる。 

 

第６条（会費） 

会員は年会費として 1,000 円を納めなければならない。また、会費を３年分以上滞納した

ものは、退会したものとみなす。 

 

第７条（退会） 

会員は理事会に申し出れば退会することができる。 

 

第８条（総会） 

本会は年１回総会を行い、代表がこれを招集する。 

 

第９条（臨時総会） 

代表は必要があるときは臨時総会を招集することができる。 

２ 代表は会員の３分の１以上が会議に付すべき事項を提示して臨時総会を請求した時

は、これを招集しなければならない。 

 

第 10条（議決） 

総会及び理事会の議決は出席者の過半数をもって決する。 

 

第 11条（役員） 

本会に以下の役員を置く。 

① 理事 １０名以内 

② 顧問 ２名以内 

 

第 12条（選任） 

役員は総会において選任する。 

 

第 13条（理事会） 

理事は理事会を組織し、会務の執行と会計を担当する。 

２ 理事会は代表が招集する。ただし理事の３分の１以上の請求があった場合は招集しな

ければならない。 



 

第 14条（監査） 

顧問は会務の執行と会計を監査する。 

 

第 15条（代表） 

代表は理事会の互選によって選任する。 

２ 代表は本会を代表し、その業務を執行する。 

 

第 16条（副代表） 

代表に障害がある場合には、副代表がその職務を代行する。 

 

第 17条（事務局） 

会の事務を処理するため、事務局を置く 

２ 理事の一人を事務局長とする。 

 

第 18条（任期） 

役員の任期は２年とする。ただし、再任をさまたげない。 

 

第 19条（会計年度） 

本会の会計年度は毎年 6月 1日から始まり、翌年 5月末日に終わる 

 

第 20条（会則改正） 

本会則の改廃は総会において行う。 

 

附則 

１ 2016 年 6月 26日制定 

２ 2019 年 11月 17日改正 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


